
で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
く
て
も
「
身
体
障
害
者
等
に
準
ず

る
」と
市
が
認
定
し
た
人
に
対
し
て
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

発
行
し
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　府
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
知

事
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
記
念

品
贈
呈
を
行
い
ま
す
。
ま
ゆ
ま
ろ
も

お
祝
い
に
駆
け
付
け
る
予
定
で
す
。

日
時
／
３
月
４
日（
日
）午
前
10
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
。
場
所
／
京
都

テ
ル
サ
（
京
都
市
）。
申
込
み
／
は

が
き
に
「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参

加
希
望
」
と
明
記
の
上
、
住
所
、
電

話
番
号
、
保
護
者
名
、
新
入
学
児
童

お
よ
び
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹
の
名

前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
、

最
寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
し
、

２
月
９
日（
金
）ま
で
に
郵
送
。
あ
て

先
／
〒
６
０
４
‐
０
８
７
４
京
都
市

中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清
水

町
３
７
５
京
都
府
立
総
合
社
会
福
祉

会
館
内
、
京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
（
母
子
家
庭
）
か
京
都
府
民
生

児
童
委
員
協
議
会
（
父
子
家
庭
）
へ
。

る
人
を
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
。
場
所
／
綾
部
会
館
（
味
方
町
）。

定
員
／
先
着
５
人
。
相
談
時
間
／
１

人
約
50
分
。
申
込
み
／
事
前
に
綾
部

会
館
か
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
へ
。

問
綾
部
会
館

　☎（
42
）８
５
６
５

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎（
22
）３
８
１
５

　市
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
確
定
申

告
で
税
控
除
の
申
告
を
す
る
人
に
対

し
て
、
確
認
書
や
認
定
書
を
発
行
し

ま
す
。
発
行
は
無
料
で
す
。
必
要
な

人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か
高
齢
者

支
援
課
で
事
前
に
確
認
の
上
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
／
確
定
申

告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人
に
対
し

て
、
お
む
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
「
確
認
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
が
初

め
て
の
人
は
、
主
治
医
の｢

お
む
つ

使
用
証
明
書｣

が
必
要
で
す
。
障
害

者
・
特
別
障
害
者
控
除
／
65
歳
以
上

　☎（
42
）４
２
４
５

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
資
格
・
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
14
日（
水
）午
後
２
時
〜

４
時
。
場
所
／
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ

く
ち
や
ま
３
階
（
福
知
山
市
）。
内

容
／
福
知
山
市
・
綾
部
市
・
舞
鶴
市
・

宮
津
市
の
福
祉
・
介
護
事
業
所
14
法

人
に
よ
る
福
祉
・
介
護
職
の
求
職
者

を
対
象
と
し
た
就
職
説
明
会
。
申
込

み
／
予
約
不
要
、
年
齢
・
資
格
・
経

験
不
問
、
参
加
無
料
。
そ
の
他
／
求

職
活
動
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー

　☎（
22
）３
８
７
８

　市
は
、
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
と

共
催
で
、
就
職
個
別
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
、
就
職
活
動
が
う

ま
く
い
か
な
い
、
面
接
が
苦
手―

な

ど
、
就
職
活
動
で
疑
問
や
不
安
の
あ

そ
の
他
／
京
都
市
在
住
者
を
除
く
。

昼
食
付
き
。交
通
費
一
部
支
給
あ
り
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
が
地
域
ぐ
る
み
で
話

し
合
っ
て
ま
と
め
た
農
地
な
ど
の
受

け
皿
と
な
り
、
公
募
で
選
ば
れ
た
希

望
者
に
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。

　本
年
度
か
ら
、
借
受
希
望
者
の
応

募
を
通
年
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
受
希
望
者
登
録
の
継
続
手

続
き
が
不
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
10
年
以
上
の
契

約
を
原
則
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
５

年
以
上
の
契
約
で
対
象
と
な
り
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課

　☎（
42
）４
２
６
６

　京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学
金

を
支
給
し
ま
す
。

け
て
く
だ
さ
い
。
絵
画
＝
洋
画
、
日

本
画
は
10
号
以
上
１
０
０
号
ま
で
。

版
画
、
デ
ザ
イ
ン
は
画
面
が
Ｂ
３
か

ら
Ｂ
１
ま
で
の
も
の
で
額
装
し
て
く

だ
さ
い
。
写
真
＝
半
切
以
上
全
紙
ま

で
で
、
63
㌢×

76
㌢
以
内
の
ア
ル
ミ

額
縁
に
入
れ
た
も
の
。
組
写
真
は
全

紙
額
縁
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
立
体

造
形
・
工
芸
＝
最
大
等
身
大
ま
で
。

共
通
＝
額
面
に
ガ
ラ
ス
は
付
け
な
い

で
く
だ
さ
い
（
ア
ク
リ
ル
系
統
は

可
）。
申
込
み
・
搬
入
／
作
品
と
出

品
票
、
出
品
料
を
持
っ
て
４
月
１
日

（
日
）か
２
日（
月
）に
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
並
松
町
）
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
要
項･

出
品
票
は
各
公
民
館
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

　１
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
８
５
２
人
（
男
１
５
７

９
８
、
女
１
７
０
５
４
）。
世
帯
数

は
１
３
７
６
６
世
帯
で
す
。

　平
成
29
年
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
し
た
。

１
月
29
日（
月
）〜
２
月
９
日（
金
）に
、

社
会
教
育
課
か
各
放
課
後
学
級
へ
。

入
級
決
定
／
３
月
中
旬
に
通
知
。
そ

の
他
／
定
員
を
超
え
る
入
級
申
請
が

あ
る
と
き
は
、
入
級
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

　☎（
42
）４
３
２
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
４
月
29
日

（
日
）か
ら
５
月
３
日（
木
・
祝
）ま
で

を
会
期
に
開
催
す
る
「
第
35
回
綾
部

市
美
術
展
（
一
般
の
部
）」
へ
の
出

展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部
門
／
書
、
洋
画
、
日
本
画
、
写
真
。

参
考
出
展
と
し
て
、
立
体
造
形
・
工

芸
（
手
芸
を
除
く
）
も
受
け
付
け
ま

す
。
対
象
／
中
丹
地
域
、
京
丹
波
町

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
ま
た
は
綾
部

市
出
身
者
で
高
校
生
以
上
の
人
。
出

品
数
／
１
部
門
に
つ
き
１
人
２
点
以

内
。
出
品
料
／
１
部
門
に
つ
き
１
５

０
０
円
、
高
校
生
は
５
０
０
円
、
立

体
造
形
・
工
芸
は
無
料
。
規
格
／
書

＝
縦
横
い
ず
れ
か
が
１
０
０
㌢×

２

４
２
㌢
以
下
の
枠
張
り
ま
た
は
額

装
、
本
紙
の
最
小
寸
法
は
半
切
（
巻

物
、
軸
装
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）、

篆
刻
は
印
影
の
み
額
装
。
釈
文
を
つ

対
象
／
生
活
保
護
世
帯
。
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
う
ち
、
母
子
世
帯
、
父

子
世
帯
、
障
害
者
世
帯
（
父
母
か
そ

の
一
方
が
３
級
以
上
）
ほ
か
。
支
給

要
件
あ
り
。
申
請
期
間
／
２
月
１
日

（
木
）〜
28
日（
水
）。
申
請
書
／
中
丹

東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域

振
興
局
綾
部
地
域
総
務
室（
川
糸
町
）

で
配
布
。
そ
の
他
／
世
帯
の
要
件
や

支
給
対
象
に
な
る
学
校
な
ど
詳
し
く

は
同
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年
度

放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の
入
級

児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
綾
部
、
中
筋
、
豊
里
、
吉
美
、

東
綾
、
東
八
田
、
物
部
小
学
校
に
通

う
１
〜
６
年
生
で
、
昼
間
に
家
庭
で

保
護
・
育
成
で
き
な
い
児
童
。
入
級

区
分
／
通
年
（
１
年
を
通
じ
て
入

級
）、
夏
休
み
の
み
（
７
月
中
旬
か

ら
８
月
末
ま
で
入
級
）。
負
担
金
／

通
年
＝
月
額
４
０
０
０
円
〜
９
０
０

０
円
（
月
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
）。

夏
休
み
の
み
＝
７
月
６
０
０
０
円
、

８
月
９
０
０
０
円
。
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
は
減
免
制
度
あ
り
。
申
込
み
／
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　２
月
11
日
、
福
知
山
市
の
三

段
池
公
園
を
発
着
点
に
開
催
さ

れ
る
「
第
40
回
京
都
府
民
総
合

体
育
大
会
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

走
」
に
伴
い
、
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。

　規
制
さ
れ
る
の
は
、
府
道
舞

鶴
綾
部
福
知
山
線
と
府
道
綾
部

大
江
宮
津
線
で
す
。
選
手
が
通

過
す
る
時
間
と
そ
の
前
後
は
、

栗
町
交
差
点
か
ら
私
市
町
の
間

が
西
行
き
の
一
方
通
行
に
、
大

江
町
か
ら
栗
町
交
差
点
が
南
行

き
の
一
方
通
行
に
な
り
ま
す
。

大
会
の
運
営
と
選
手
の
安
全
確

保
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
綾
部
市
チ
ー

ム
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
性
同
一
性
障
害
者
等
の
人

権
に
配
慮
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

記
載
事
項
か
ら
男
女
の
別
を
削
除
し

ま
し
た
。
１
月
１
日
以
降
に
発
行
す

る
同
証
明
書
に
は
、
性
別
が
記
載
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
市
民
・
国
保
課

４
市
合
同
福
祉
就
職
説
明
会

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就
職
相
談

印
鑑
登
録
証
明
書
か
ら
男
女
の
別
を
削
除

募 

集
募 

集

放
課
後
学
級
入
級
児
童

綾
部
市
美
術
展
へ
の
出
展
作
品

農
地
中
間
管
理
事
業
が
使
い
や
す
く

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
１
次
申
請
）

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を
発
行

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
つ
ど
い

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

駅
伝
に
伴
う
交
通
規
制

※職種 介護職員、生活支援員、
　　　 管理栄養士・調理員、リハビリ職（PT・OT）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員のパートも同時募集して
　います。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！
冷え性、生理不順、生理痛、不妊症、更年期障害、

膝、腰、筋肉の痛み、疲れ、むくみなど

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,200円
前売り

2月25日日
①13：00  ②15：30  ③18：00

《一　　般》
800円《高校生以下》 出演：桃井かおり、イッセー尾形 他出演：桃井かおり、イッセー尾形 他

中丹映画大好き劇場

て
ん
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　異
色
の
白
帯

　武
道
の
世
界
で
は
有
段
者
が

絞
め
る
黒
帯
は
強
さ
の
証
明
で

あ
り
、
ま
た
権
威
の
象
徴
と
も

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
白
帯
よ

り
も
黒
帯
は
上
で
実
力
も
増
す

の
が
常
と
な
る
。
私
も
柔
道
部

に
お
い
て
白
帯
時
代
は
黒
帯
に

憧
れ
、
多
く
の
同
輩
と
と
も
に

有
段
者
を
目
指
し
て
稽
古
に
励

ん
だ
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
時
に
、

段
位
を
目
指
す
こ
と
な
く
む
し

ろ
白
帯
が
黒
帯
を
ぶ
ん
投
げ
る

こ
と
に
快
感
を
も
つ
者
が
、
少

数
な
が
ら
い
る
。
私
の
学
生
時

代
に
も〝
異
色
の
白
帯
〞と
し
て

名
を
挙
げ
、
常
に
大
会
で
番
狂

わ
せ
の
活
躍
を
し
て
、
対
戦
校

か
ら
惧
れ
ら
れ
る
猛
者
が
い
た
。

　政
治
の
世
界
で
も
、
国
と
地

方
は
対
等
な
関
係
と
言
い
な
が

ら
何
か
と
ラ
ン
ク
を
決
め
た
が

る
風
潮
が
あ
る
。
国
会
議
員
と

地
方
議
員
、
大
臣
と
知
事
、
市

長…

の
世
界
し
か
り
で
あ
る
。

肩
書
・
ポ
ス
ト
の
希
少
性
や
権

限
の
大
小
、
或
い
は
予
算
規
模

の
違
い
な
ど
に
鑑
み
、
そ
の
ラ

ン
ク
付
け
が
ま
る
で
分
か
ら
ぬ

も
な
い
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て

そ
れ
で
人
の
実
力
や
価
値
が
決

ま
る
も
の
で
も
な
い
。
ビ
ジ
ネ

ス
や
文
化
芸
術
、
教
育
の
世
界

に
お
け
る
評
価
も
同
じ
こ
と
が

言
え
よ
う
。

　若
い
頃
、
権
威
の
象
徴
と
も

言
え
る
黒
帯
に
憧
れ
て
稽
古
し

て
い
た
自
分
を
青
春
の
一
コ
マ

と
し
て
懐
か
し
く
思
い
出
し
つ

つ
も
、
倍
旧
の
齢
を
重
ね
た
今

と
な
っ
て
は〝
異
色
の
白
帯
〞の

真
骨
頂
に
エ
ー
ル
と
拍
手
を
送

り
た
く
な
る
己
が
い
る
の
も
ま

た
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

95

し
あ
こ
が

お
そ

も

　さ

か
ん
が

よ
わ
い

申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
が
必
要
で
す
。
窓
口
で
の
申
告

書
の
受
け
付
け
時
に
、
記
載
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号

で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
そ
の
番
号

の
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な
ど
、
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し
と

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
・
府
民
税
だ
け
で
な

く
、
税
務
署
に
提
出
す
る
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
市
役
所
で
お
預

か
り
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。
な

お
、
郵
便
で
提
出
す
る
場
合
は
、

両
方
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
分
）

市
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
。
申
告
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記

載
と
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

綾
部
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
29

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
す
。
た
だ

し
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
公

的
年
金
受
給
者
等
で
、
配
偶
者
控

除
等
を
追
加
す
る
場
合
や
所
得
が

な
い
人
で
あ
っ
て
も
国
民
健
康
保

険
料
の
算
定
や
福
祉
・
老
人
医
療

の
給
付
な
ど
の
手
続
き
に
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
の
申
告
期
間
は
　
　
　
　
　
　か
ら

税
の
申
告
期
間
は
　
　
　
　
　
　か
ら

市・府民税の申告相談・申告書受付

申
告
に
は

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

市
・
府
民
税
の

申
告
が
必
要
な
人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

本
人
確
認

○源泉徴収票………給与所得者、
　　　　　　　　　年金受給者
○生命保険料控除…支払額の証明書
○地震保険料控除…支払額の証明書
○医療費控除………医療費控除明細書
※その他必要な書類については、
　税務課市民税担当☎（42）4235へ
　お問い合わせください。

日　程／2月16日（金）～3月15日（木）
時　間／午前9時～正午、午後1～4時 ※土・日曜日を除く
場　所／市役所まちづくりセンター２階
問い合わせ／税務課市民税担当☎（42）4235
※青色申告や大規模な事業を行っている人、初めて
　住宅借入金等特別控除の申告をする人、土地・建物・
　株式等の譲渡所得を申告する人は福知山税務署
　☎（22）3121へご相談ください。
●その他の申告・相談の日程等は、本紙お知らせ版をご確認ください。

申告に必要な主な書類

２
月
16日

同
病
院
が
中
丹
の
医
療
機
関
で

初
め
て
新
設
す
る
「
骨
粗
鬆
症
外

来
」。
府
北
部
の
医
療
機
関
や
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、早
期
発
見
・

治
療
に
取
り
組
み
ま
す
。
同
外
来

で
は
▽
問
診
▽
身
体
測
定
▽
骨
密

度
検
査
（
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
）
＝
写
真
＝

▽
Ｘ
線
撮
影―

な
ど
で
骨
の
状
態

を
詳
細
に
測
定
。
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
生
活
習
慣
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
薬
剤
の
投
与
な
ど
を
行
い
ま

す
。
診
察
は
完
全
予
約
制
で
、
毎

週
木
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
。
詳
し
く
は
、
市
立
病
院
☎

（
43
）０
１
２
３
へ
。

骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

治
療
で
骨
密
度
を
維
持
・
強
化
し
、

骨
を
折
れ
に
く
く
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
し
か
し
、
治
療
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
や
症
状
が
目
に
見

え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
途
中
で

中
断
し
て
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
同
病
院
で
は
、
医
師

や
薬
剤
師
、看
護
師
、放
射
線
技
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
管
理
栄
養

士
な
ど
多
職
種
が
連
携
。
医
師
だ

け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
骨
粗

鬆
症
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、
安

心
し
て
治
療
を
継
続
で
き
る
仕
組

み
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り

つ
け
医
等
と
の
情
報
共
有
や
協
力

体
制
を
築
き
、
地
域
全
体
で
患
者

を
支
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

丈夫な骨でいきいき健康長寿

市立病院に骨粗鬆症外来を開設
しょう

市立病院に骨粗鬆症外来を開設
しょう

骨
の
状
態
を
詳
細
に
チ
ェッ
ク

連
携
で
治
療
継
続
目
指
す

骨粗鬆症に
なるのはどんな人―
　誰でもなる可能性がある病気
です。特に閉経後の女性は、ホ
ルモンの分泌量減少により、骨
の強度を示す骨密度が急激に低
下しやすいと言われています。
予防法は―
　骨密度は加齢とともに減少し
ますが、生活習慣に気を配るこ

とで低下を抑えることができます。骨を形成するカル
シウムやビタミンＤ、ビタミンＫなどを含むバランス
の良い食事や適度な運動を心掛けましょう。
なぜ検査が必要なの―
　骨粗鬆症は自覚症状がほとんどないため、骨が折れ
てから気付く人も。一度骨折するとドミノ倒しのよう
に次々と骨折を繰り返すことがあり、その後の生活に
影響を及ぼす恐れがある病気です。定期的に検査を受
け、早めに発見して治療し、折れにくい骨にすること
が重要です。

　骨粗鬆症と診断された場合、
薬を継続して服用することで骨
密度を高めることができます。
最近では、飲み薬から注射薬ま
でさまざまな薬があります。医
師の指示のもと、それぞれの症
状に合った薬で治療しましょう。
薬について分からないことがあ
れば、気軽にお尋ねください。

整形外科

小池宏典 医師
ひろのり

　市立病院は、同病院で薬剤師として働きたいと考えている人を対象と
した奨学金制度を、平成30年度に新設します。
対　　象　薬学を履修する大学を卒業後、１年以内に薬剤師の免許を取

得し、直ちに同病院で薬剤師の業務に従事しようとする意志
を有すると認められる者。対象学年は、薬学を履修する大学
５・６年生。

貸 与 額　月額６２,０００円以内
返還免除　一定の要件を満たした場合、返還が免除されます。

薬剤師を目指す学生に奨学金

２種類のX線で骨密度を測定

　骨の強度が低下し、折れやすくなる骨粗鬆症。早期の発見と治療で重症化を予防できることから、
青野町の市立病院（鴻巣寛院長）は２月15日に、専門の外来を開設します。

デ
　キ
　サ

薬剤師

太田翔一 さん
しょういち

教えて先生！

で
、
身
体
障
害
者
手
帳
を
持
っ
て
い

な
く
て
も
「
身
体
障
害
者
等
に
準
ず

る
」と
市
が
認
定
し
た
人
に
対
し
て
、

「
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を

発
行
し
ま
す
。

問
高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
１

　府
は
「
ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す

知
事
と
新
入
学
児
童
等
の
つ
ど
い
」

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
知

事
と
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
記
念

品
贈
呈
を
行
い
ま
す
。
ま
ゆ
ま
ろ
も

お
祝
い
に
駆
け
付
け
る
予
定
で
す
。

日
時
／
３
月
４
日（
日
）午
前
10
時
30

分
〜
午
後
２
時
30
分
。
場
所
／
京
都

テ
ル
サ
（
京
都
市
）。
申
込
み
／
は

が
き
に
「
新
入
学
児
童
の
つ
ど
い
参

加
希
望
」
と
明
記
の
上
、
住
所
、
電

話
番
号
、
保
護
者
名
、
新
入
学
児
童

お
よ
び
同
行
す
る
兄
弟
姉
妹
の
名

前
・
フ
リ
ガ
ナ
・
生
年
月
日
・
性
別
、

最
寄
り
駅
、
参
加
人
数
を
記
入
し
、

２
月
９
日（
金
）ま
で
に
郵
送
。
あ
て

先
／
〒
６
０
４
‐
０
８
７
４
京
都
市

中
京
区
竹
屋
町
通
烏
丸
東
入
る
清
水

町
３
７
５
京
都
府
立
総
合
社
会
福
祉

会
館
内
、
京
都
府
母
子
寡
婦
福
祉
連

合
会
（
母
子
家
庭
）
か
京
都
府
民
生

児
童
委
員
協
議
会
（
父
子
家
庭
）
へ
。

る
人
を
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
の
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
が
し
っ
か
り
と
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

日
時
／
２
月
６
日
（
火
）
午
前
10
時

〜
。
場
所
／
綾
部
会
館
（
味
方
町
）。

定
員
／
先
着
５
人
。
相
談
時
間
／
１

人
約
50
分
。
申
込
み
／
事
前
に
綾
部

会
館
か
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
へ
。

問
綾
部
会
館

　☎（
42
）８
５
６
５

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

　☎（
22
）３
８
１
５

　市
は
、
介
護
保
険
の
要
介
護
認
定

を
受
け
て
い
る
人
の
う
ち
、
確
定
申

告
で
税
控
除
の
申
告
を
す
る
人
に
対

し
て
、
確
認
書
や
認
定
書
を
発
行
し

ま
す
。
発
行
は
無
料
で
す
。
必
要
な

人
は
、
該
当
す
る
か
ど
う
か
高
齢
者

支
援
課
で
事
前
に
確
認
の
上
、
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
／
確
定
申

告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
人
に
対
し

て
、
お
む
つ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を

証
明
す
る
「
確
認
書
」
を
発
行
し
ま

す
。
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
が
初

め
て
の
人
は
、
主
治
医
の｢

お
む
つ

使
用
証
明
書｣

が
必
要
で
す
。
障
害

者
・
特
別
障
害
者
控
除
／
65
歳
以
上

　☎（
42
）４
２
４
５

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
資
格
・
経
験
の
有
無

は
問
い
ま
せ
ん
。
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

日
時
／
２
月
14
日（
水
）午
後
２
時
〜

４
時
。
場
所
／
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
ふ

く
ち
や
ま
３
階
（
福
知
山
市
）。
内

容
／
福
知
山
市
・
綾
部
市
・
舞
鶴
市
・

宮
津
市
の
福
祉
・
介
護
事
業
所
14
法

人
に
よ
る
福
祉
・
介
護
職
の
求
職
者

を
対
象
と
し
た
就
職
説
明
会
。
申
込

み
／
予
約
不
要
、
年
齢
・
資
格
・
経

験
不
問
、
参
加
無
料
。
そ
の
他
／
求

職
活
動
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー

　☎（
22
）３
８
７
８

　市
は
、
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
と

共
催
で
、
就
職
個
別
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
ど
ん
な
仕
事
が
向
い
て
い
る

の
か
分
か
ら
な
い
、
就
職
活
動
が
う

ま
く
い
か
な
い
、
面
接
が
苦
手―

な

ど
、
就
職
活
動
で
疑
問
や
不
安
の
あ

そ
の
他
／
京
都
市
在
住
者
を
除
く
。

昼
食
付
き
。交
通
費
一
部
支
給
あ
り
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　農
地
中
間
管
理
事
業
と
は
、
農
地

中
間
管
理
機
構
が
地
域
ぐ
る
み
で
話

し
合
っ
て
ま
と
め
た
農
地
な
ど
の
受

け
皿
と
な
り
、
公
募
で
選
ば
れ
た
希

望
者
に
貸
し
付
け
る
事
業
で
す
。

　本
年
度
か
ら
、
借
受
希
望
者
の
応

募
を
通
年
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
受
希
望
者
登
録
の
継
続
手

続
き
が
不
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
こ
れ
ま
で
は
10
年
以
上
の
契

約
を
原
則
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
５

年
以
上
の
契
約
で
対
象
と
な
り
ま

す
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

問
農
林
課

　☎（
42
）４
２
６
６

　京
都
府
農
地
中
間
管
理
機
構

　☎
０
７
５（
４
１
７
）６
８
６
８

　府
は
、
高
校
生
を
対
象
に
奨
学
金

を
支
給
し
ま
す
。

け
て
く
だ
さ
い
。
絵
画
＝
洋
画
、
日

本
画
は
10
号
以
上
１
０
０
号
ま
で
。

版
画
、
デ
ザ
イ
ン
は
画
面
が
Ｂ
３
か

ら
Ｂ
１
ま
で
の
も
の
で
額
装
し
て
く

だ
さ
い
。
写
真
＝
半
切
以
上
全
紙
ま

で
で
、
63
㌢×

76
㌢
以
内
の
ア
ル
ミ

額
縁
に
入
れ
た
も
の
。
組
写
真
は
全

紙
額
縁
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
立
体

造
形
・
工
芸
＝
最
大
等
身
大
ま
で
。

共
通
＝
額
面
に
ガ
ラ
ス
は
付
け
な
い

で
く
だ
さ
い
（
ア
ク
リ
ル
系
統
は

可
）。
申
込
み
・
搬
入
／
作
品
と
出

品
票
、
出
品
料
を
持
っ
て
４
月
１
日

（
日
）か
２
日（
月
）に
市
民
セ
ン
タ
ー

１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
並
松
町
）
へ

搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
時
間
は
い
ず

れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま

で
。
要
項･

出
品
票
は
各
公
民
館
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

　１
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
８
５
２
人
（
男
１
５
７

９
８
、
女
１
７
０
５
４
）。
世
帯
数

は
１
３
７
６
６
世
帯
で
す
。

　平
成
29
年
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
し
た
。

１
月
29
日（
月
）〜
２
月
９
日（
金
）に
、

社
会
教
育
課
か
各
放
課
後
学
級
へ
。

入
級
決
定
／
３
月
中
旬
に
通
知
。
そ

の
他
／
定
員
を
超
え
る
入
級
申
請
が

あ
る
と
き
は
、
入
級
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。

問
社
会
教
育
課

　☎（
42
）４
３
２
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
４
月
29
日

（
日
）か
ら
５
月
３
日（
木
・
祝
）ま
で

を
会
期
に
開
催
す
る
「
第
35
回
綾
部

市
美
術
展
（
一
般
の
部
）」
へ
の
出

展
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
多
数
の
出

品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

部
門
／
書
、
洋
画
、
日
本
画
、
写
真
。

参
考
出
展
と
し
て
、
立
体
造
形
・
工

芸
（
手
芸
を
除
く
）
も
受
け
付
け
ま

す
。
対
象
／
中
丹
地
域
、
京
丹
波
町

に
在
住
、
在
勤
、
在
学
ま
た
は
綾
部

市
出
身
者
で
高
校
生
以
上
の
人
。
出

品
数
／
１
部
門
に
つ
き
１
人
２
点
以

内
。
出
品
料
／
１
部
門
に
つ
き
１
５

０
０
円
、
高
校
生
は
５
０
０
円
、
立

体
造
形
・
工
芸
は
無
料
。
規
格
／
書

＝
縦
横
い
ず
れ
か
が
１
０
０
㌢×

２

４
２
㌢
以
下
の
枠
張
り
ま
た
は
額

装
、
本
紙
の
最
小
寸
法
は
半
切
（
巻

物
、
軸
装
は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）、

篆
刻
は
印
影
の
み
額
装
。
釈
文
を
つ

対
象
／
生
活
保
護
世
帯
。
市
民
税
非

課
税
世
帯
の
う
ち
、
母
子
世
帯
、
父

子
世
帯
、
障
害
者
世
帯
（
父
母
か
そ

の
一
方
が
３
級
以
上
）
ほ
か
。
支
給

要
件
あ
り
。
申
請
期
間
／
２
月
１
日

（
木
）〜
28
日（
水
）。
申
請
書
／
中
丹

東
保
健
所
（
舞
鶴
市
）
と
中
丹
広
域

振
興
局
綾
部
地
域
総
務
室（
川
糸
町
）

で
配
布
。
そ
の
他
／
世
帯
の
要
件
や

支
給
対
象
に
な
る
学
校
な
ど
詳
し
く

は
同
保
健
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
府
中
丹
東
保
健
所
福
祉
室

　☎
０
７
７
３（
75
）０
８
５
６

　市
教
育
委
員
会
は
、
平
成
30
年
度

放
課
後
児
童
健
全
育
成
学
級
の
入
級

児
童
を
募
集
し
ま
す
。

対
象
／
綾
部
、
中
筋
、
豊
里
、
吉
美
、

東
綾
、
東
八
田
、
物
部
小
学
校
に
通

う
１
〜
６
年
生
で
、
昼
間
に
家
庭
で

保
護
・
育
成
で
き
な
い
児
童
。
入
級

区
分
／
通
年
（
１
年
を
通
じ
て
入

級
）、
夏
休
み
の
み
（
７
月
中
旬
か

ら
８
月
末
ま
で
入
級
）。
負
担
金
／

通
年
＝
月
額
４
０
０
０
円
〜
９
０
０

０
円
（
月
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
）。

夏
休
み
の
み
＝
７
月
６
０
０
０
円
、

８
月
９
０
０
０
円
。
ひ
と
り
親
家
庭

な
ど
は
減
免
制
度
あ
り
。
申
込
み
／
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

人
口・
火
災

人
口・
火
災

　２
月
11
日
、
福
知
山
市
の
三

段
池
公
園
を
発
着
点
に
開
催
さ

れ
る
「
第
40
回
京
都
府
民
総
合

体
育
大
会
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

走
」
に
伴
い
、
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
。

　規
制
さ
れ
る
の
は
、
府
道
舞

鶴
綾
部
福
知
山
線
と
府
道
綾
部

大
江
宮
津
線
で
す
。
選
手
が
通

過
す
る
時
間
と
そ
の
前
後
は
、

栗
町
交
差
点
か
ら
私
市
町
の
間

が
西
行
き
の
一
方
通
行
に
、
大

江
町
か
ら
栗
町
交
差
点
が
南
行

き
の
一
方
通
行
に
な
り
ま
す
。

大
会
の
運
営
と
選
手
の
安
全
確

保
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
綾
部
市
チ
ー

ム
へ
の
ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

　市
は
、
性
同
一
性
障
害
者
等
の
人

権
に
配
慮
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
の

記
載
事
項
か
ら
男
女
の
別
を
削
除
し

ま
し
た
。
１
月
１
日
以
降
に
発
行
す

る
同
証
明
書
に
は
、
性
別
が
記
載
さ

れ
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。

問
市
民
・
国
保
課

４
市
合
同
福
祉
就
職
説
明
会

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
就
職
相
談

印
鑑
登
録
証
明
書
か
ら
男
女
の
別
を
削
除

募 

集
募 

集

放
課
後
学
級
入
級
児
童

綾
部
市
美
術
展
へ
の
出
展
作
品

農
地
中
間
管
理
事
業
が
使
い
や
す
く

高
校
生
給
付
型
奨
学
金（
１
次
申
請
）

確
定
申
告
に
必
要
な
書
類
を
発
行

ひ
と
り
親
家
庭
を
励
ま
す
つ
ど
い

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

駅
伝
に
伴
う
交
通
規
制

※職種 介護職員、生活支援員、
　　　 管理栄養士・調理員、リハビリ職（PT・OT）
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者福祉協会HPで
※介護職員・調理員のパートも同時募集して
　います。

2018年度

 新規採用職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！婦人の悩みには漢方が効く！！
冷え性、生理不順、生理痛、不妊症、更年期障害、

膝、腰、筋肉の痛み、疲れ、むくみなど

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

1,200円
前売り

2月25日日
①13：00  ②15：30  ③18：00

《一　　般》
800円《高校生以下》 出演：桃井かおり、イッセー尾形 他出演：桃井かおり、イッセー尾形 他

中丹映画大好き劇場

て
ん
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　異
色
の
白
帯

　武
道
の
世
界
で
は
有
段
者
が

絞
め
る
黒
帯
は
強
さ
の
証
明
で

あ
り
、
ま
た
権
威
の
象
徴
と
も

な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
白
帯
よ

り
も
黒
帯
は
上
で
実
力
も
増
す

の
が
常
と
な
る
。
私
も
柔
道
部

に
お
い
て
白
帯
時
代
は
黒
帯
に

憧
れ
、
多
く
の
同
輩
と
と
も
に

有
段
者
を
目
指
し
て
稽
古
に
励

ん
だ
も
の
だ
。
と
こ
ろ
が
時
に
、

段
位
を
目
指
す
こ
と
な
く
む
し

ろ
白
帯
が
黒
帯
を
ぶ
ん
投
げ
る

こ
と
に
快
感
を
も
つ
者
が
、
少

数
な
が
ら
い
る
。
私
の
学
生
時

代
に
も〝
異
色
の
白
帯
〞と
し
て

名
を
挙
げ
、
常
に
大
会
で
番
狂

わ
せ
の
活
躍
を
し
て
、
対
戦
校

か
ら
惧
れ
ら
れ
る
猛
者
が
い
た
。

　政
治
の
世
界
で
も
、
国
と
地

方
は
対
等
な
関
係
と
言
い
な
が

ら
何
か
と
ラ
ン
ク
を
決
め
た
が

る
風
潮
が
あ
る
。
国
会
議
員
と

地
方
議
員
、
大
臣
と
知
事
、
市

長…

の
世
界
し
か
り
で
あ
る
。

肩
書
・
ポ
ス
ト
の
希
少
性
や
権

限
の
大
小
、
或
い
は
予
算
規
模

の
違
い
な
ど
に
鑑
み
、
そ
の
ラ

ン
ク
付
け
が
ま
る
で
分
か
ら
ぬ

も
な
い
が
、
だ
か
ら
と
言
っ
て

そ
れ
で
人
の
実
力
や
価
値
が
決

ま
る
も
の
で
も
な
い
。
ビ
ジ
ネ

ス
や
文
化
芸
術
、
教
育
の
世
界

に
お
け
る
評
価
も
同
じ
こ
と
が

言
え
よ
う
。

　若
い
頃
、
権
威
の
象
徴
と
も

言
え
る
黒
帯
に
憧
れ
て
稽
古
し

て
い
た
自
分
を
青
春
の
一
コ
マ

と
し
て
懐
か
し
く
思
い
出
し
つ

つ
も
、
倍
旧
の
齢
を
重
ね
た
今

と
な
っ
て
は〝
異
色
の
白
帯
〞の

真
骨
頂
に
エ
ー
ル
と
拍
手
を
送

り
た
く
な
る
己
が
い
る
の
も
ま

た
偽
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

95

し
あ
こ
が

お
そ

も

　さ

か
ん
が

よ
わ
い

申
告
書
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記

載
が
必
要
で
す
。
窓
口
で
の
申
告

書
の
受
け
付
け
時
に
、
記
載
さ
れ

た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
正
し
い
番
号

で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
そ
の
番
号

の
正
し
い
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
の

確
認
を
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な
ど
、
番

号
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し
と

運
転
免
許
証
や
保
険
証
な
ど
本
人

の
確
認
が
で
き
る
も
の
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
市
・
府
民
税
だ
け
で
な

く
、
税
務
署
に
提
出
す
る
所
得
税

の
確
定
申
告
書
を
市
役
所
で
お
預

か
り
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。
な

お
、
郵
便
で
提
出
す
る
場
合
は
、

両
方
が
確
認
で
き
る
も
の
の
写
し

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
度
（
平
成
29
年
分
）

市
・
府
民
税
、
所
得
税
の
申
告
は

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で
、

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
で

受
け
付
け
ま
す
。
申
告
に
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
の
記

載
と
本
人
確
認
が
必
要
で
す
。

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、平
成
30
年
１
月
１
日
現
在
、

綾
部
市
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
29

年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で

に
所
得
の
あ
っ
た
人
で
す
。
た
だ

し
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要
な
公

的
年
金
受
給
者
等
で
、
配
偶
者
控

除
等
を
追
加
す
る
場
合
や
所
得
が

な
い
人
で
あ
っ
て
も
国
民
健
康
保

険
料
の
算
定
や
福
祉
・
老
人
医
療

の
給
付
な
ど
の
手
続
き
に
申
告
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

税
の
申
告
期
間
は
　
　
　
　
　
　か
ら

税
の
申
告
期
間
は
　
　
　
　
　
　か
ら

市・府民税の申告相談・申告書受付

申
告
に
は

  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
を

市
・
府
民
税
の

申
告
が
必
要
な
人

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と

本
人
確
認

○源泉徴収票………給与所得者、
　　　　　　　　　年金受給者
○生命保険料控除…支払額の証明書
○地震保険料控除…支払額の証明書
○医療費控除………医療費控除明細書
※その他必要な書類については、
　税務課市民税担当☎（42）4235へ
　お問い合わせください。

日　程／2月16日（金）～3月15日（木）
時　間／午前9時～正午、午後1～4時 ※土・日曜日を除く
場　所／市役所まちづくりセンター２階
問い合わせ／税務課市民税担当☎（42）4235
※青色申告や大規模な事業を行っている人、初めて
　住宅借入金等特別控除の申告をする人、土地・建物・
　株式等の譲渡所得を申告する人は福知山税務署
　☎（22）3121へご相談ください。
●その他の申告・相談の日程等は、本紙お知らせ版をご確認ください。

申告に必要な主な書類

２
月
16日

同
病
院
が
中
丹
の
医
療
機
関
で

初
め
て
新
設
す
る
「
骨
粗
鬆
症
外

来
」。
府
北
部
の
医
療
機
関
や
関

係
機
関
等
と
連
携
し
、早
期
発
見
・

治
療
に
取
り
組
み
ま
す
。
同
外
来

で
は
▽
問
診
▽
身
体
測
定
▽
骨
密

度
検
査
（
Ｄ
Ｘ
Ａ
法
）
＝
写
真
＝

▽
Ｘ
線
撮
影―

な
ど
で
骨
の
状
態

を
詳
細
に
測
定
。
治
療
が
必
要
な

場
合
は
、
生
活
習
慣
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
薬
剤
の
投
与
な
ど
を
行
い
ま

す
。
診
察
は
完
全
予
約
制
で
、
毎

週
木
曜
日
の
午
前
９
時
か
ら
正
午

ま
で
。
詳
し
く
は
、
市
立
病
院
☎

（
43
）０
１
２
３
へ
。

骨
粗
鬆
症
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、

治
療
で
骨
密
度
を
維
持
・
強
化
し
、

骨
を
折
れ
に
く
く
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
し
か
し
、
治
療
が
長
期

に
わ
た
る
こ
と
や
症
状
が
目
に
見

え
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
途
中
で

中
断
し
て
し
ま
う
人
が
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
同
病
院
で
は
、
医
師

や
薬
剤
師
、看
護
師
、放
射
線
技
師
、

リ
ハ
ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
、
管
理
栄
養

士
な
ど
多
職
種
が
連
携
。
医
師
だ

け
で
な
く
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
骨
粗

鬆
症
に
対
す
る
知
識
を
深
め
、
安

心
し
て
治
療
を
継
続
で
き
る
仕
組

み
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
か
か
り

つ
け
医
等
と
の
情
報
共
有
や
協
力

体
制
を
築
き
、
地
域
全
体
で
患
者

を
支
え
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

丈夫な骨でいきいき健康長寿

市立病院に骨粗鬆症外来を開設
しょう

市立病院に骨粗鬆症外来を開設
しょう

骨
の
状
態
を
詳
細
に
チ
ェッ
ク

連
携
で
治
療
継
続
目
指
す

骨粗鬆症に
なるのはどんな人―
　誰でもなる可能性がある病気
です。特に閉経後の女性は、ホ
ルモンの分泌量減少により、骨
の強度を示す骨密度が急激に低
下しやすいと言われています。
予防法は―
　骨密度は加齢とともに減少し
ますが、生活習慣に気を配るこ

とで低下を抑えることができます。骨を形成するカル
シウムやビタミンＤ、ビタミンＫなどを含むバランス
の良い食事や適度な運動を心掛けましょう。
なぜ検査が必要なの―
　骨粗鬆症は自覚症状がほとんどないため、骨が折れ
てから気付く人も。一度骨折するとドミノ倒しのよう
に次々と骨折を繰り返すことがあり、その後の生活に
影響を及ぼす恐れがある病気です。定期的に検査を受
け、早めに発見して治療し、折れにくい骨にすること
が重要です。

　骨粗鬆症と診断された場合、
薬を継続して服用することで骨
密度を高めることができます。
最近では、飲み薬から注射薬ま
でさまざまな薬があります。医
師の指示のもと、それぞれの症
状に合った薬で治療しましょう。
薬について分からないことがあ
れば、気軽にお尋ねください。

整形外科

小池宏典 医師
ひろのり

　市立病院は、同病院で薬剤師として働きたいと考えている人を対象と
した奨学金制度を、平成30年度に新設します。
対　　象　薬学を履修する大学を卒業後、１年以内に薬剤師の免許を取

得し、直ちに同病院で薬剤師の業務に従事しようとする意志
を有すると認められる者。対象学年は、薬学を履修する大学
５・６年生。

貸 与 額　月額６２,０００円以内
返還免除　一定の要件を満たした場合、返還が免除されます。

薬剤師を目指す学生に奨学金

２種類のX線で骨密度を測定

　骨の強度が低下し、折れやすくなる骨粗鬆症。早期の発見と治療で重症化を予防できることから、
青野町の市立病院（鴻巣寛院長）は２月15日に、専門の外来を開設します。

デ
　キ
　サ

薬剤師

太田翔一 さん
しょういち

教えて先生！
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

２～３月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　斉
藤
良
博
（
十
倉
志
茂
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　10
万
円

　四
方
康
夫
（
八
津
合
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　１
７
３
件

　
　
　６
７
６
万
７
５
０
０
円

　
12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　斉
藤
良
博
（
十
倉
志
茂
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　10
万
円

　四
方
康
夫
（
八
津
合
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　１
７
３
件

　
　
　６
７
６
万
７
５
０
０
円

■日 

２
月
11
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
中
学
生
以
上
１
８
０
０

円
、
小
学
生
１
２
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

２
月
19
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

２
月
26
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■申 

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

■日 

２
月
６
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

２
月
７
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

２
月
９
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

２
月
14
日
、
28
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

費
必
要

■問 

市
立
病
院

　☎（
43
）０
１
２
３

■日 

２
月
21
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※
参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 
■問 
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

２
月
26
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
、
内
容
は
「
知

っ
て
お
き
た
い
薬
の
知
識
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

２
月
３
日（
土
）

■時 

10
時
30
分
〜

■場 

阿
須
々
岐
神
社
（
金
河
内
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０ 

■日 

２
月
３
日（
土
）  

■時 

12
時
30
分
〜

■場 

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
茶
業
セ
ン
タ
ー

　（宮
代
町
）

■問 

綾
部
市
茶
生
産
組
合
連
合
会
事

務
局
☎（
49
）１
１
０
５

■日 

２
月
３
日（
土
）

■時 

17
時
30
分
〜

■日 

２
月
４
日（
日
）＝
豆
ま
き

■時 

４
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

■日 

２
月
４
日（
日
）  

■時 

10
時
30
分
〜

■場 

篠
田
神
社
（
篠
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 
２
月
７
日（
水
）  

■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
稲
荷
神
社
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

綾
部
商
工
会
議
所

　☎（
42
）０
７
０
１

■日 

２
月
11
日（
日
・
祝
）  

■時 
11
時
〜

■場 

三
段
池
公
園
体
育
館（
福
知
山
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

２
月
17
日（
土
） 

■時 

正
午
〜
21
時

■日 

２
月
18
日（
日
）

■時 

７
時
〜
21
時

■場 

厄
除
神
社
（
上
野
町
）

■問 

若
宮
神
社
☎（
42
）７
１
８
９

■日 

２
月
17
日（
土
）  

■時 

13
時
30
分
〜

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

■日 

２
月
18
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

上
谷
厄
神
神
社
（
下
八
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

２
月
19
日（
月
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
や
べ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
本
町

二
丁
目
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 
２
月
25
日（
日
）

■時 
14
時
〜
16
時
30
分

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
15
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
２
月
８
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
17
日（
土
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
19
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

２
月
20
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
21
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
27
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
） 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

２
月
28
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

２
月
28
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

３
月
６
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
２
月
27
日（
火
）〜
３

月
２
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

２
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

２
月
18
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

２
月
１
、
８
、
15
、
22
日

　３
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

法
律
相
談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

行
政
相
談

交
通
事
故
相
談

調
停
相
談

就
職
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

石
窯
パ
ン
焼
き
体
験

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ン
特
集
」

糖
尿
病
教
室

阿
須
々
岐
神
社
初
春
大
祭（
茗
荷
祭
）

綾
部
厄
除
大
祭

第
63
回
綾
部
市
茶
香
服
大
会

大
本
節
分
大
祭

篠
田
神
社
初
春
大
祭（
筍
祭
）

綾
部
稲
荷
神
社
初
午
大
祭

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

催
し
な
ど

上
谷
厄
神
神
社
大
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

成
年
後
見
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

無
料
開
放

綾
部
市
人
権
教
育
講
演
会

中
丹
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談 相

　談

3 2

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
が
活
動

を
開
始
】
４
月
、
看
護
師
の
知
識

や
経
験
を
生
か
し
て
地
域
で
活
動

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
が
始

動
。
８
月
か
ら
は
健
康
づ
く
り
の

場
と
し
て
「
コ
ミ
ナ
ス
の
部
屋
」

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
＝
写
真
①
。

【
森
も
り
ホ
ー
ル
が
完
成
】
４
月
、

「
森
も
り
ホ
ー
ル
」
が
鍛
治
屋
町

の
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
完
成
。
森
の
京
都
の
体
験
交

流
拠
点
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ

ト
や
芝
生
広
場
な
ど
も
新
設
し
ま

し
た
＝
写
真
⑤
。

【
八
田
幼
稚
園
が
開
園
】
４
月
、

市
立
幼
稚
園
で
初
め
て
３
年
保
育

を
行
う
八
田
幼
稚
園
が
梅
迫
町
に

開
園
し
ま
し
た
。

【
東
綾
小
・
中
一
貫
校
が
開
校
】

４
月
、
市
内
２
番
目
の
施
設
一
体

型
小
・
中
一
貫
校
と
し
て
東
綾
小
・

中
一
貫
校
が
鷹
栖
町
に
開
校
し
ま

し
た
。

【
消
防
団
応
援
の
店
の
登
録
制
度

開
始
】
４
月
、
優
遇
サ
ー
ビ
ス
等

で
消
防
団
を
応
援
す
る
店
舗
等
の

登
録
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
市
道
青
野
豊
里
線
を
拡
幅
】
５

月
、
市
街
地
中
心
部
の
幹
線
道
路

「
市
道
青
野
豊
里
線
」
の
拡
幅
工

事
が
完
了
。
15
日
の
開
通
式
後
、

供
用
開
始
し
ま
し
た
＝
写
真
④
。

【
北
部
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）着
工
】８
月
、
産
官
学
連
携
に

よ
る
、
も
の
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
「
北
部
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
整
備
工
事
が
青

野
町
で
始
ま
り
ま
し
た
。

【
第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始
】10

月
、
膜
ろ
過
方
式
で
１
日
に
７
５

０
０
立
方
㍍
の
水
を
ろ
過
で
き
る

新
し
い
第
一
浄
水
場
が
寺
町
に
完

成
。供
用
を
開
始
し
ま
し
た
＝
写

真
②
。

【
上
林
出
張
所
で
消
防
・
救
急
24

時
間
化
】10
月
、八
津
合
町
に
市
消

防
署
の
上
林
分
遣
所
を
改
組
し
、

上
林
出
張
所
を
開
所
。消
防
職
員

が
24
時
間
常
駐
し
、
消
防
・
救
急

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
＝
写
真
⑥
。

【
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
】11
月
、
山

崎
善
也
市
長
ら
が
友
好
都
市
、
イ

ス
ラ
エ
ル
・
エ
ル
サ
レ
ム
市
な
ど

を
訪
問
。エ
ル
サ
レ
ム
市
長
や
イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
遺

族
会
の
関
係
者
ら
と
面
会
し
ま
し

た
＝
写
真
③
。

【（
仮
称
）新
市
民
セ
ン
タ
ー
着
工
】

11
月
、
現
市
民
セ
ン
タ
ー
と
武
道

館
の
機
能
を
集
約
し
た
、
新
た
な

市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
工
事
が
西

町
三
丁
目
で
始
ま
り
ま
し
た
。

広
報
紙
で
振
り
返
る―

平
成
29
年
の
綾
部
市
政

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
将
棋
や
卓
球
を
は
じ

め
様
々
な
分
野
で
の
若
い
世
代
の

活
躍
、
戦
後
２
番
目
の
長
さ
に
な

っ
た
景
気
回
復
な
ど
、
明
る
い
話

題
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、
本
市

に
お
い
て
も
大
雪
に
よ
る
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
等
の
倒
壊
や
台
風
21
号
に

よ
る
集
落
の
孤
立
、
住
宅
の
浸
水

な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
迅

速
な
復
旧
と
対
策
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
綾
部
市
を
と
り
ま
く
社

会
情
勢
は
、
高
速
道
路
網
の
全
線

開
通
等
に
よ
り
「
ヒ
ト
」
や
「
モ

ノ
」
の
流
れ
が
着
実
に
変
化
し
て

き
て
お
り
、
工
業
団
地
を
は
じ
め

市
内
外
の
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

が
進
む
な
ど
、確
実
に「
良
い
風
」

が
吹
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
昨
年
は
第
一
浄
水
場
や
市
道

青
野
豊
里
線
の
拡
幅
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
上
林
出
張
所
に
お
け
る

消
防
・
救
急
業
務
の
24
時
間
体
制

化
、
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
森
も
り
ホ
ー
ル
等
の
整

備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
取

り
組
み
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安

心
、
定
住
・
交
流
に
つ
い
て
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
綾
部
駅
北
側
に
お

い
て
（
仮
称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー

や
北
部
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、
ま

さ
に
今
、
目
に
見
え
て
綾
部
の
ま

ち
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、「
良
い
風
」
を
活
か

し
つ
つ
、「
医
・
職
・
住
」
と
「
教

育
」「
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
か
ら

「
住
み
た
く
な
る
」、
そ
し
て
「
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
綾
部
を
目

指
し
、
産
業
振
興
や
雇
用
確
保
、

定
住
・
交
流
施
策
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
き
め
細
や
か
な
諸

施
策
に
取
り
組
み
、
一
歩
一
歩
着

実
に
ふ
る
さ
と
綾
部
の
さ
ら
な
る

発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
と
国

内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
大
雪
の
日
が
相
次
ぎ
山
田
知

事
も
被
災
地
を
視
察
４
月
下
水
道

使
用
料
を
改
定
▽
ま
ゆ
ピ
ー
ラ
イ

ン
ス
タ
ン
プ
販
売
開
始
▽
中
国
・

常
熟
市
か
ら
卓
球
交
流
団
が
来
綾

５
月
中
継
局
整
備
で
Ｆ
Ｍ
い
か
る

の
可
聴
エ
リ
ア
拡
大
６
月
二
王
門

改
修
へ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
実
施
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ン

ダ
ウ
エ
市
か
ら
訪
問
団
が
来
綾
▽

万
願
寺
甘
と
う
が
地
理
的
表
示
保

護
制
度
に
登
録
７
月
黒
谷
和
紙
が

地
域
団
体
商
標
に
８
月
平
和
首
長

会
議
総
会
で
市
長
が
事
例
発
表
▽

市
天
文
館（
平
成
７
年
開
館
）の
入

館
者
30
万
人
に
▽
あ
や
べ
特
産
館

（
平
成
26
年
開
館
）の
来
館
者
50
万

人
に
９
月
全
国
茶
品
評
会
で
綾
部

市
が
産
地
賞
に
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を

開
始
10
月
９
月
に
続
き
台
風
が
襲

来
＝
写
真
⑦
。山
田
知
事
も
被
災

地
を
視
察
＝
写
真
⑧
11
月
中
国
・

常
熟
市
か
ら
友
好
代
表
団
が
来
綾

12
月
あ
や
べ
大
好
き
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
が

発
刊
▽
市
防
火
防
災
協
会
が
発
足

（
７
面
参
照
）

そ
の
他
の
出
来
事

そ
の
他
の
出
来
事

平成30年

年頭のごあいさつ
綾部市長

●①

●②●③

●④

●⑤

●⑥●⑦

●⑧

綾部市役所☎（42）3280
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くらしのくらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

２～３月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　斉
藤
良
博
（
十
倉
志
茂
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　10
万
円

　四
方
康
夫
（
八
津
合
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　１
７
３
件

　
　
　６
７
６
万
７
５
０
０
円

　
12
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　斉
藤
良
博
（
十
倉
志
茂
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　10
万
円

　四
方
康
夫
（
八
津
合
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　１
万
円

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　１
７
３
件

　
　
　６
７
６
万
７
５
０
０
円

■日 

２
月
11
日（
日
・
祝
）

■時 

９
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
中
学
生
以
上
１
８
０
０

円
、
小
学
生
１
２
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

２
月
19
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

２
月
26
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■場 

中
央
公
民
館
（
里
町
）

■申 

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５

■日 

２
月
６
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

２
月
７
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

２
月
９
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い

き
い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

２
月
14
日
、
28
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、13
時
〜
16
時

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実

費
必
要

■問 

市
立
病
院

　☎（
43
）０
１
２
３

■日 

２
月
21
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
、13
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※
参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 
■問 
里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

２
月
26
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
、
内
容
は
「
知

っ
て
お
き
た
い
薬
の
知
識
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

２
月
３
日（
土
）

■時 

10
時
30
分
〜

■場 

阿
須
々
岐
神
社
（
金
河
内
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０ 

■日 

２
月
３
日（
土
）  

■時 

12
時
30
分
〜

■場 

Ｊ
Ａ
京
都
に
の
く
に
茶
業
セ
ン
タ
ー

　（宮
代
町
）

■問 

綾
部
市
茶
生
産
組
合
連
合
会
事

務
局
☎（
49
）１
１
０
５

■日 

２
月
３
日（
土
）

■時 

17
時
30
分
〜

■日 

２
月
４
日（
日
）＝
豆
ま
き

■時 

４
時
〜

■場 

大
本
本
部
（
本
宮
町
）

■問 

大
本
本
部
☎（
42
）０
１
８
７

■日 

２
月
４
日（
日
）  

■時 

10
時
30
分
〜

■場 

篠
田
神
社
（
篠
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

２
月
７
日（
水
）  

■時 

11
時
〜

■場 

綾
部
稲
荷
神
社
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

綾
部
商
工
会
議
所

　☎（
42
）０
７
０
１

■日 

２
月
11
日（
日
・
祝
）  

■時 
11
時
〜

■場 

三
段
池
公
園
体
育
館（
福
知
山
市
）

■問 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　☎（
42
）４
３
５
６

■日 

２
月
17
日（
土
） 

■時 

正
午
〜
21
時

■日 

２
月
18
日（
日
）

■時 

７
時
〜
21
時

■場 

厄
除
神
社
（
上
野
町
）

■問 

若
宮
神
社
☎（
42
）７
１
８
９

■日 

２
月
17
日（
土
）  

■時 

13
時
30
分
〜

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■問 

社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

■日 

２
月
18
日（
日
）  

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

上
谷
厄
神
神
社
（
下
八
田
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

２
月
19
日（
月
） 

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

あ
や
べ
ハ
ー
ト
セ
ン
タ
ー（
本
町

二
丁
目
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 
２
月
25
日（
日
）

■時 
14
時
〜
16
時
30
分

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
15
日（
木
）  

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
２
月
８
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
17
日（
土
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
19
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

２
月
20
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
21
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

２
月
27
日（
火
）  

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
） 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

■日 

２
月
28
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

■日 

２
月
28
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

３
月
６
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
２
月
27
日（
火
）〜
３

月
２
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

２
月
４
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

２
月
18
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

２
月
１
、
８
、
15
、
22
日

　３
月
１
、
８
、
15
、
22
、
29
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

法
律
相
談

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

行
政
相
談

交
通
事
故
相
談

調
停
相
談

就
職
相
談

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

石
窯
パ
ン
焼
き
体
験

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
パ
ン
特
集
」

糖
尿
病
教
室

阿
須
々
岐
神
社
初
春
大
祭（
茗
荷
祭
）

綾
部
厄
除
大
祭

第
63
回
綾
部
市
茶
香
服
大
会

大
本
節
分
大
祭

篠
田
神
社
初
春
大
祭（
筍
祭
）

綾
部
稲
荷
神
社
初
午
大
祭

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

催
し
な
ど

上
谷
厄
神
神
社
大
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

成
年
後
見
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

無
料
開
放

綾
部
市
人
権
教
育
講
演
会

中
丹
文
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

育
児
相
談

女
性
相
談

人
権
相
談 相

　談

3 2

【
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
が
活
動

を
開
始
】
４
月
、
看
護
師
の
知
識

や
経
験
を
生
か
し
て
地
域
で
活
動

す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
が
始

動
。
８
月
か
ら
は
健
康
づ
く
り
の

場
と
し
て
「
コ
ミ
ナ
ス
の
部
屋
」

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
＝
写
真
①
。

【
森
も
り
ホ
ー
ル
が
完
成
】
４
月
、

「
森
も
り
ホ
ー
ル
」
が
鍛
治
屋
町

の
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
敷
地

内
に
完
成
。
森
の
京
都
の
体
験
交

流
拠
点
で
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
サ
イ

ト
や
芝
生
広
場
な
ど
も
新
設
し
ま

し
た
＝
写
真
⑤
。

【
八
田
幼
稚
園
が
開
園
】
４
月
、

市
立
幼
稚
園
で
初
め
て
３
年
保
育

を
行
う
八
田
幼
稚
園
が
梅
迫
町
に

開
園
し
ま
し
た
。

【
東
綾
小
・
中
一
貫
校
が
開
校
】

４
月
、
市
内
２
番
目
の
施
設
一
体

型
小
・
中
一
貫
校
と
し
て
東
綾
小
・

中
一
貫
校
が
鷹
栖
町
に
開
校
し
ま

し
た
。

【
消
防
団
応
援
の
店
の
登
録
制
度

開
始
】
４
月
、
優
遇
サ
ー
ビ
ス
等

で
消
防
団
を
応
援
す
る
店
舗
等
の

登
録
制
度
を
開
始
し
ま
し
た
。

【
市
道
青
野
豊
里
線
を
拡
幅
】
５

月
、
市
街
地
中
心
部
の
幹
線
道
路

「
市
道
青
野
豊
里
線
」
の
拡
幅
工

事
が
完
了
。
15
日
の
開
通
式
後
、

供
用
開
始
し
ま
し
た
＝
写
真
④
。

【
北
部
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）着
工
】８
月
、
産
官
学
連
携
に

よ
る
、
も
の
づ
く
り
を
コ
ン
セ
プ

ト
と
し
た
「
北
部
産
業
創
造
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）」
の
整
備
工
事
が
青

野
町
で
始
ま
り
ま
し
た
。

【
第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始
】10

月
、
膜
ろ
過
方
式
で
１
日
に
７
５

０
０
立
方
㍍
の
水
を
ろ
過
で
き
る

新
し
い
第
一
浄
水
場
が
寺
町
に
完

成
。供
用
を
開
始
し
ま
し
た
＝
写

真
②
。

【
上
林
出
張
所
で
消
防
・
救
急
24

時
間
化
】10
月
、八
津
合
町
に
市
消

防
署
の
上
林
分
遣
所
を
改
組
し
、

上
林
出
張
所
を
開
所
。消
防
職
員

が
24
時
間
常
駐
し
、
消
防
・
救
急

業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
＝
写
真
⑥
。

【
イ
ス
ラ
エ
ル
を
訪
問
】11
月
、
山

崎
善
也
市
長
ら
が
友
好
都
市
、
イ

ス
ラ
エ
ル
・
エ
ル
サ
レ
ム
市
な
ど

を
訪
問
。エ
ル
サ
レ
ム
市
長
や
イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
遺

族
会
の
関
係
者
ら
と
面
会
し
ま
し

た
＝
写
真
③
。

【（
仮
称
）新
市
民
セ
ン
タ
ー
着
工
】

11
月
、
現
市
民
セ
ン
タ
ー
と
武
道

館
の
機
能
を
集
約
し
た
、
新
た
な

市
民
セ
ン
タ
ー
の
整
備
工
事
が
西

町
三
丁
目
で
始
ま
り
ま
し
た
。

広
報
紙
で
振
り
返
る―

平
成
29
年
の
綾
部
市
政

　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
よ
き
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
は
、
将
棋
や
卓
球
を
は
じ

め
様
々
な
分
野
で
の
若
い
世
代
の

活
躍
、
戦
後
２
番
目
の
長
さ
に
な

っ
た
景
気
回
復
な
ど
、
明
る
い
話

題
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
、
自
然
災
害
が
多
発
し
、
本
市

に
お
い
て
も
大
雪
に
よ
る
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
等
の
倒
壊
や
台
風
21
号
に

よ
る
集
落
の
孤
立
、
住
宅
の
浸
水

な
ど
の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
迅

速
な
復
旧
と
対
策
に
鋭
意
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
被
災

さ
れ
た
方
々
に
改
め
て
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
綾
部
市
を
と
り
ま
く
社

会
情
勢
は
、
高
速
道
路
網
の
全
線

開
通
等
に
よ
り
「
ヒ
ト
」
や
「
モ

ノ
」
の
流
れ
が
着
実
に
変
化
し
て

き
て
お
り
、
工
業
団
地
を
は
じ
め

市
内
外
の
企
業
に
よ
る
設
備
投
資

が
進
む
な
ど
、確
実
に「
良
い
風
」

が
吹
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

中
、
昨
年
は
第
一
浄
水
場
や
市
道

青
野
豊
里
線
の
拡
幅
等
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
、
上
林
出
張
所
に
お
け
る

消
防
・
救
急
業
務
の
24
時
間
体
制

化
、
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー
に

お
け
る
森
も
り
ホ
ー
ル
等
の
整

備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ナ
ー
ス
の
取

り
組
み
な
ど
、
市
民
の
安
全
・
安

心
、
定
住
・
交
流
に
つ
い
て
充
実
・

強
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
綾
部
駅
北
側
に
お

い
て
（
仮
称
）
新
市
民
セ
ン
タ
ー

や
北
部
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
の
整
備
も
進
ん
で
お
り
、
ま

さ
に
今
、
目
に
見
え
て
綾
部
の
ま

ち
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、「
良
い
風
」
を
活
か

し
つ
つ
、「
医
・
職
・
住
」
と
「
教

育
」「
情
報
発
信
」
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
か
ら

「
住
み
た
く
な
る
」、
そ
し
て
「
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」
綾
部
を
目

指
し
、
産
業
振
興
や
雇
用
確
保
、

定
住
・
交
流
施
策
の
充
実
を
図
る

と
と
も
に
、
医
療
、
福
祉
、
教
育

な
ど
の
分
野
で
き
め
細
や
か
な
諸

施
策
に
取
り
組
み
、
一
歩
一
歩
着

実
に
ふ
る
さ
と
綾
部
の
さ
ら
な
る

発
展
に
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

引
き
続
き
、
市
政
へ
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　皆
様
の
ご
多
幸
・
ご
健
勝
と
国

内
外
の
平
和
と
安
寧
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
月
大
雪
の
日
が
相
次
ぎ
山
田
知

事
も
被
災
地
を
視
察
４
月
下
水
道

使
用
料
を
改
定
▽
ま
ゆ
ピ
ー
ラ
イ

ン
ス
タ
ン
プ
販
売
開
始
▽
中
国
・

常
熟
市
か
ら
卓
球
交
流
団
が
来
綾

５
月
中
継
局
整
備
で
Ｆ
Ｍ
い
か
る

の
可
聴
エ
リ
ア
拡
大
６
月
二
王
門

改
修
へ
の
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
実
施
▽
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
マ
ン

ダ
ウ
エ
市
か
ら
訪
問
団
が
来
綾
▽

万
願
寺
甘
と
う
が
地
理
的
表
示
保

護
制
度
に
登
録
７
月
黒
谷
和
紙
が

地
域
団
体
商
標
に
８
月
平
和
首
長

会
議
総
会
で
市
長
が
事
例
発
表
▽

市
天
文
館（
平
成
７
年
開
館
）の
入

館
者
30
万
人
に
▽
あ
や
べ
特
産
館

（
平
成
26
年
開
館
）の
来
館
者
50
万

人
に
９
月
全
国
茶
品
評
会
で
綾
部

市
が
産
地
賞
に
▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
の
運
用
を

開
始
10
月
９
月
に
続
き
台
風
が
襲

来
＝
写
真
⑦
。山
田
知
事
も
被
災

地
を
視
察
＝
写
真
⑧
11
月
中
国
・

常
熟
市
か
ら
友
好
代
表
団
が
来
綾

12
月
あ
や
べ
大
好
き
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
が

発
刊
▽
市
防
火
防
災
協
会
が
発
足

（
７
面
参
照
）

そ
の
他
の
出
来
事

そ
の
他
の
出
来
事

平成30年

年頭のごあいさつ
綾部市長
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課

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認

知
症
に
つ
い
て
正
し
く
理
解
し
、

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
を
見
守

る
応
援
者
。
認
知
症
の
症
状
や
認

知
症
の
人
へ
の
接
し
方
等
に
つ
い

て
60
〜
90
分
ほ
ど
の
講
座
を
受
講

す
る
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
認

定
さ
れ
ま
す
。

市
民
向
け
講
座
が
初
め
て
開
か

れ
た
の
は
平
成
18
年
。
当
初
は
会

場
を
決
め
て
継
続
す
る
予
定
で
し

た
が
、
参
加
で
き
な
か
っ
た
市
民

か
ら
受
講
希
望
が
寄
せ
ら
れ
、
任

意
の
日
に
出
前
講
座
と
し
て
地
域

に
出
向
い
て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
昨
年
末
ま
で
の
10

年
間
で
、講
座
を
３
３
３
回
行
い
、

１
万
人
以
上
が
受
講
し
て
い
ま
す
。

講
座
を
主
催
す
る
キ
ャ
ラ
バ
ン

メ
イ
ト
連
絡
会
（
事
務
局
、
社
会

福
祉
協
議
会
）
で
は
こ
の
ほ
か
、

活
動
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
記
録
す

る
「
ハ
ッ
ピ
ー
カ
ー
ド
」
の
配
布

や
サ
ポ
ー
タ
ー
が
い
る
店
舗
を
サ

ポ
ー
ト
店
と
し
て
登
録
す
る
制
度

な
ど
を
実
施
。
地
域
の
中
に
活
動

を
根
付
か
せ
る
綾
部
独
自
の
仕
組

み
が
評
価
さ
れ
、
平
成
24
年
度
に

は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ
ラ

バ
ン
実
践
報
告
会
で
、
グ
ラ
ン
プ

リ
の
表
彰
を
受
け
て
い
ま
す
。

46

サ
ポ
ー
タ
ー
１
万
人
突
破講座受講者には、認知症の人やその家族を応援する

意思を示すオレンジリングを配布

　認知症は誰にも起こりうる脳の病気によるもので、65歳以上の高齢者
の４人に１人が認知症かその予備軍と言われています。認知症になって
も住み慣れた地域で暮らせるまちにしようと活動する認知症サポーター。
市内では１万人以上が養成講座を受講し、支え合いの輪が広がっています。

地
域
に
根
付
く
独
自
の
活
動

　　綾部市の認知症サポーターが
人口に占める割合は、全国の市の中で
６位、府内の市では１位と、市民の助
け合いの意識が高いと感じています。
講座の受講をきっかけに、認知症を自
 分のこととして考える人が増え
　  ればうれしく思います。

　講座は年齢問わず誰でも受講できます。
対象／自治会や学校、ＰＴＡ、企業、ボランティア
　　　グループなどの団体（10人以上）
費用／無料。会場等は各団体でご準備ください
問い合わせ／社会福祉協議会☎（43）2881

誰もが安心して暮らせるまちを ―

受講しませんか

サポーター制度で
　 広がる支え合いの輪
サポーター制度で
　 広がる支え合いの輪
サポーター制度で
　 広がる支え合いの輪

社会福祉協議会
事務局長  山 下 宣 和 さん

MEMO
綾部オリジナル！

シルバーサポーター

　　　　認知症の人だけでなく、地域に暮らす
高齢者を応援する「シルバーサポーター」は平成18
年度に始まった、綾部独自の制度です。高齢者福祉等
について、独自の教材を基にした約１時間の講座を
受講すればサポーターとして認定。これまでの

講座は91回を数え、約2,600人が受
講しています。

認知症サポーター養成講座
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平成29年の綾部市政 2
市立病院に骨粗鬆症外来 4
申告にはマイナンバーの記載を 5
中学生39人が留学生と交流 6

今月の
表紙

新成人の門出を祝う
市は１月７日、里町の中丹文化会館で
第67回成人式を開催。新成人288人が
参加し、門出を祝いました。

平成30（2018）年平成30（2018）年


